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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固有の第１の識別情報とメールアドレスとを記憶し、前記第１の識別情報と前記メール
アドレスとを送信し、サーバとネットワークを経由して通信可能な第１の機器と、固有の
第２の識別情報を記憶し、前記第１の機器から送信された情報を受信し、前記サーバとネ
ットワークを経由して通信可能な第２の機器とを備えるシステムにおける、情報処理方法
であって、
　前記第１の機器から前記第２の機器に、前記第１の識別情報と前記メールアドレスとを
送信するステップと、
　前記第２の機器からネットワークを経由して前記サーバに、前記第１の識別情報と前記
メールアドレスと前記第２の識別情報とを送信するステップと、
　前記第１の機器が、前記サーバからネットワークを経由して前記メールアドレスを宛先
として送信された、前記第１の機器と前記第２の機器との関連付け確認のためのメールを
受信するステップと、
　前記第１の機器が、ネットワークを経由して前記サーバ自身のサイト又は前記サーバと
共に関連付け確認処理を行うサイトにアクセスし、前記サーバに対し、前記関連付け確認
を示す情報を送信するステップと、
　前記第１の機器及び／又は前記第２の機器が、前記サーバから送信された、前記関連付
け情報を保有する処理が完了したことを通知する情報を受信するステップと
　を有することを特徴とする情報処理方法。
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【請求項２】
　前記第１の機器から前記第２の機器に対する情報の送信は、赤外線により行うことを特
徴とする請求項１に記載の情報処理方法。
【請求項３】
　前記関連付け確認のためのメールは、前記サーバ自身のサイトのＵＲＬ又は前記サーバ
と共に関連付け確認処理を行うサイトのＵＲＬを含み、
　前記第１の機器による前記サイトへのアクセスは、前記ＵＲＬを用いて行われる
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の情報処理方法。
【請求項４】
　固有の第１の識別情報とメールアドレスとを記憶し、前記第１の識別情報と前記メール
アドレスとを送信し、サーバとネットワークを経由して通信可能な第１の機器と、固有の
第２の識別情報を記憶し、前記第１の機器から送信された情報を受信し、前記サーバとネ
ットワークを経由して通信可能な第２の機器とを備えるシステムにおける、情報処理方法
であって、
　前記第１の機器から前記第２の機器に、前記第１の識別情報を送信するステップと、
　前記第２の機器が、前記第１の機器と前記第２の機器との関連付けを行うための処理を
特定する関連付けＩＤを生成するステップと、
　前記第２の機器が、前記第１の識別情報と前記第２の識別情報と前記関連付けＩＤとを
ネットワークを経由して前記サーバに送信するステップと、
　前記第２の機器が、前記関連付けＩＤを前記第２の機器の表示器に表示するステップと
、
　前記第１の機器から前記サーバに、前記第１の機器の入力部から入力された前記関連付
けＩＤを送信するステップと、
　前記第１の機器及び／又は前記第２の機器が、前記第２の機器から受信した前記関連付
けＩＤと前記第１の機器から受信した前記関連付けＩＤとが一致すると判断した前記サー
バから送信された、前記関連付け情報を保有する処理が完了したことを通知する情報を受
信するステップと
　を有することを特徴とする情報処理方法。
【請求項５】
　前記第１の機器から前記第２の機器に対する情報の送信は、赤外線により行うことを特
徴とする請求項４に記載の情報処理方法。
【請求項６】
　前記第１の機器から前記サーバへの前記関連付けＩＤの送信は、前記第１の機器による
前記サーバ自身のサイト又は前記サーバと共に関連付け確認処理を行うサイトへのアクセ
ス画面を用いて行われる
　ことを特徴とする請求項４又は５に記載の情報処理方法。
【請求項７】
　サーバとネットワークを経由して通信可能な第１の機器と、
　前記サーバとネットワークを経由して通信可能な第２の機器と
　を備える情報処理システムであって、
　前記第１の機器は、
　固有の第１の識別情報とメールアドレスとを記憶する第１の記憶部と、
　前記第１の識別情報と前記メールアドレスとを送信する送信部と、
　前記サーバとネットワークを経由して通信可能な第１のネットワーク通信部と、
　第１の制御部とを有し、
　前記第２の機器は、
　固有の第２の識別情報を記憶する第２の記憶部と、
　前記第１の機器から送信された情報を受信する受信部と、
　前記サーバとネットワークを経由して通信可能な第２のネットワーク通信部と、
　第２の制御部とを有し、
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　前記第１の制御部は、前記第１の機器の前記送信部から前記第２の機器の前記受信部に
、前記第１の識別情報と前記メールアドレスとを送信させる処理を行い、
　前記第２の制御部は、前記第２の機器の前記第２のネットワーク通信部からネットワー
クを経由して前記サーバに、前記第１の識別情報と前記メールアドレスと前記第２の識別
情報とを送信させる処理を行い、
　前記第１のネットワーク通信部は、前記サーバからの前記メールアドレスを宛先とする
、前記第１の機器と前記第２の機器との関連付け確認のためのメールを受信し、
　前記第１の制御部は、前記第１のネットワーク通信部に、ネットワークを経由して前記
サーバ自身のサイト又は前記サーバと共に関連付け確認処理を行うサイトにアクセスさせ
、前記サーバに対し、前記関連付け確認を示す情報を送信させる処理を行い、
　前記第１の機器の前記第１のネットワーク通信部及び／又は前記第２の機器の前記第２
のネットワーク通信部が、関連付け情報を保有する処理が完了したことを通知する前記サ
ーバからの情報を受信する
　ことを特徴とする情報処理システム。
【請求項８】
　前記第１の機器の前記送信部から前記第２の機器の前記受信部に対する情報の送信は、
赤外線により行うことを特徴とする請求項７に記載の情報処理システム。
【請求項９】
　前記関連付け確認のためのメールは、前記サーバ自身のサイトのＵＲＬ又は前記サーバ
と共に関連付け確認処理を行うサイトのＵＲＬを含み、
　前記第１の機器の前記第１のネットワーク通信部による前記サイトへのアクセスは、前
記ＵＲＬを用いて行われる
　ことを特徴とする請求項７又は８に記載の情報処理システム。
【請求項１０】
　サーバとネットワークを経由して通信可能な第１の機器と、
　前記サーバとネットワークを経由して通信可能な第２の機器と
　を備える情報処理システムであって、
　前記第１の機器は、
　固有の第１の識別情報を記憶する第１の記憶部と、
　前記第１の識別情報を送信する送信部と、
　前記サーバとネットワークを経由して通信可能な第１のネットワーク通信部と、
　入力部と、
　第１の制御部とを有し、
　前記第２の機器は、
　固有の第２の識別情報を記憶する第２の記憶部と、
　前記第１の機器から送信された情報を受信する受信部と、
　前記サーバとネットワークを経由して通信可能な第２のネットワーク通信部と、
　表示器と、
　第２の制御部とを有し、
　前記第１の制御部は、前記第１の機器の前記送信部から前記第２の機器の前記受信部に
、前記第１の識別情報を送信させる処理を行い、
　前記第２の制御部は、前記第１の機器と前記第２の機器との関連付けを行うための処理
を特定する関連付けＩＤを生成する処理を行い、
　前記第２の制御部は、前記第２のネットワーク通信部に、前記第１の識別情報と前記第
２の識別情報と前記関連付けＩＤとをネットワークを経由して前記サーバに送信させる処
理を行い、
　前記第２の制御部は、前記表示器に、前記関連付けＩＤを表示させるための処理を行い
、
　前記第１の制御部は、前記第１の機器の前記第１のネットワーク通信部から前記サーバ
に、前記第１の機器の前記入力部から入力された前記関連付けＩＤを送信させる処理を行
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い、
　前記第１の機器の前記第１のネットワーク通信部及び／又は前記第２の機器の前記第２
のネットワーク通信部が、前記第２の機器から受信した前記関連付けＩＤと前記第１の機
器から受信した前記関連付けＩＤとが一致すると判断した前記サーバから送信された、前
記関連付け情報を保有する処理が完了したことを通知する情報を受信する
　ことを特徴とする情報処理システム。
【請求項１１】
　前記第１の機器の前記送信部から前記第２の機器の前記受信部に対する情報の送信は、
赤外線により行うことを特徴とする請求項１０に記載の情報処理システム。
【請求項１２】
　前記第１の機器の前記第１のネットワーク通信部から前記サーバへの前記関連付けＩＤ
の送信は、前記第１の機器の前記第１のネットワーク通信部による前記サーバ自身のサイ
ト又は前記サーバと共に関連付け確認処理を行うサイトへのアクセス画面を用いて行われ
る
　ことを特徴とする請求項１０又は１１に記載の情報処理システム。
【請求項１３】
　請求項７乃至１２のいずれか１項に記載の情報処理システムを構成する前記第１の機器
と同じ構成を有する携帯機器。
【請求項１４】
　請求項７乃至１２のいずれか１項に記載の情報処理システムを構成する前記第２の機器
と同じ構成を有するネットワーク機器。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ネットワークに接続可能な複数の機器の関連付け情報を認証サーバに保有さ
せるための情報処理方法、情報処理システム、携帯機器、及びネットワーク機器に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話などの携帯機器によって音楽や動画番組などのコンテンツを購入するサ
ービスや、ネットワーク接続機能を持つネットワーク機器（例えば、デジタルＴＶやブル
ーレイディスクレコーダーなどの家庭用のデジタルＡＶ機器）によって映像配信サービス
を受けることが一般的となっている。携帯機器は、利用者が屋外を移動しているときであ
ってもサービスを受けることができるという利点がある。一方、デジタルＡＶ機器のよう
なネットワーク機器は、利用者が家庭内で高品質の動画サービスを受けることに適してい
るという利点がある。したがって、ネットワーク上のサービス提供者の認証サーバが、携
帯機器の利用者とデジタルＡＶ機器の利用者とが同一であることを認識できれば、携帯機
器用のサービスとデジタルＡＶ機器用のサービスとを連携させて、同一利用者に付加価値
が高く、利便性に優れたサービスを提供することが可能になる。このためには、特定の携
帯機器と特定のネットワーク機器との間に関連があることを示す関連付け情報を、サービ
ス提供者に保有させる必要がある。
【０００３】
　このような要求に対する１つの解決策が、例えば、特許文献１に提案されている。この
文献には、未認証端末（通信端末）が、サーバ（情報処理サーバ）が生成した認証用の画
像データを受信して表示し、認証端末（携帯電話）が、表示された画像を撮影し、撮影画
像と自身の認証情報とをサーバに送信することによって、サーバが、未認証端末と認証端
末との間の関連付けを検出する方法が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開２００５－７８３７１号公報（第７－８頁、図１、図２）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１に記載された方法では、未認証端末においてサーバからの画像の取
得及び画像の表示のための操作が必要になり、認証端末において画像の撮影及び送信が必
要になり、未認証端末及び認証端末の両方により多くの操作する必要がある。特に、未認
証端末がデジタルＡＶ機器である場合には、リモコンなどのような簡素化されたユーザー
インタフェースを用いて、複雑な操作を行うことが必要になる。このような操作は、利用
者にとって手間がかかり、操作が複雑で難しいという問題がある。
【０００６】
　また、特許文献１に記載された方法では、未認証端末には、認証用の画像を表示するた
めのディスプレイが必要であり、また、認証端末には、画像を撮影するためのカメラ機能
が必要であるので、装置のコストアップにつながるという問題がある。
【０００７】
　そこで、本発明は、上記従来技術の課題を解決するためになされたものであり、その目
的は、構成の追加を極力少なくしつつ、簡単な操作で、複数の機器の関連付け情報を認証
サーバに保有させることができる情報処理方法及び情報処理システム、並びに、該システ
ムを構成する携帯機器及びネットワーク機器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る情報処理方法は、固有の第１の識別情報とメールアドレスとを記憶し、前
記第１の識別情報と前記メールアドレスとを送信し、サーバとネットワークを経由して通
信可能な第１の機器と、固有の第２の識別情報を記憶し、前記第１の機器から送信された
情報を受信し、前記サーバとネットワークを経由して通信可能な第２の機器とを備えるシ
ステムにおける、情報処理方法であって、前記第１の機器から前記第２の機器に、前記第
１の識別情報と前記メールアドレスとを送信するステップと、前記第２の機器からネット
ワークを経由して前記サーバに、前記第１の識別情報と前記メールアドレスと前記第２の
識別情報とを送信するステップと、前記第１の機器が、前記サーバからネットワークを経
由して前記メールアドレスを宛先として送信された、前記第１の機器と前記第２の機器と
の関連付け確認のためのメールを受信するステップと、前記第１の機器が、ネットワーク
を経由して前記サーバ自身のサイト又は前記サーバと共に関連付け確認処理を行うサイト
にアクセスし、前記サーバに対し、前記関連付け確認を示す情報を送信するステップと、
前記第１の機器及び／又は前記第２の機器が、前記サーバから送信された、前記関連付け
情報を保有する処理が完了したことを通知する情報を受信するステップとを有することを
特徴とする。
【０００９】
　本発明に係る他の情報処理方法は、固有の第１の識別情報とメールアドレスとを記憶し
、前記第１の識別情報と前記メールアドレスとを送信し、サーバとネットワークを経由し
て通信可能な第１の機器と、固有の第２の識別情報を記憶し、前記第１の機器から送信さ
れた情報を受信し、前記サーバとネットワークを経由して通信可能な第２の機器とを備え
るシステムにおける、情報処理方法であって、前記第１の機器から前記第２の機器に、前
記第１の識別情報を送信するステップと、前記第２の機器が、前記第１の機器と前記第２
の機器との関連付けを行うための処理を特定する関連付けＩＤを生成するステップと、前
記第２の機器が、前記第１の識別情報と前記第２の識別情報と前記関連付けＩＤとをネッ
トワークを経由して前記サーバに送信するステップと、前記第２の機器が、前記関連付け
ＩＤを前記第２の機器の表示器に表示するステップと、前記第１の機器から前記サーバに
、前記第１の機器の入力部から入力された前記関連付けＩＤを送信するステップと、前記
第１の機器及び／又は前記第２の機器が、前記第２の機器から受信した前記関連付けＩＤ
と前記第１の機器から受信した前記関連付けＩＤとが一致すると判断した前記サーバから
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送信された、前記関連付け情報を保有する処理が完了したことを通知する情報を受信する
ステップとを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、第１及び第２の機器に関連があることを示す関連付け情報を、ネット
ワーク上のサーバに登録させるための、第１及び第２の機器による操作を簡単にすること
ができるという効果がある。また、本発明によれば、第２の機器が、第１の識別情報及び
第２の識別情報をサーバに送信し、且つ、第１の機器が、サーバからのメールの受信又は
サーバへの関連付けＩＤの送信を含む関連付け確認処理を行うことによって、関連付け情
報をサーバに登録させているので、第１及び第２の機器のハードウェア構成を簡素にする
ことができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施の形態１及び２に係る情報処理システムを概略的に示すネットワー
ク構成図である。
【図２】実施の形態１における携帯機器及びネットワーク機器を概略的に示すブロック構
成図である。
【図３】実施の形態１における携帯機器が保有するプログラムの通信に関する部分を示す
ソフトウェア構成図である。
【図４】実施の形態１におけるネットワーク機器が保有するプログラムの通信に関する部
分を示すソフトウェア構成図である。
【図５】実施の形態１に係る情報処理方法（機器関連付け成功時）を概略的に示すシーケ
ンス図である。
【図６】実施の形態１及び２における携帯機器に表示される機器関連付け開始操作用の画
面例を示す図である。
【図７】実施の形態１における携帯機器に表示される機器関連付け確認用の受信メールの
画面例を示す図である。
【図８】実施の形態１における携帯機器に表示される機器関連付け確認操作用の画面例を
示す図である。
【図９】実施の形態１における携帯機器に表示される機器関連付け完了通知用の画面例を
示す図である。
【図１０】実施の形態１に係る情報処理方法（機器関連付け失敗時）を概略的に示すシー
ケンス図である。
【図１１】実施の形態１及び２における携帯機器に表示される機器関連付け失敗通知用の
画面例を示す図である。
【図１２】実施の形態１に係る情報処理方法（機器関連付け中止時）を概略的に示すシー
ケンス図である。
【図１３】実施の形態１及び２における携帯機器に表示される機器関連付け中止通知用の
画面例を示す図である。
【図１４】実施の形態１に係る情報処理方法（携帯機器による機器関連付けＵＲＬアクセ
スが所定時間内に行われなかった場合の動作を含む）を概略的に示すシーケンス図である
。
【図１５】実施の形態２における携帯機器及びネットワーク機器を概略的に示すブロック
構成図である。
【図１６】実施の形態２における携帯機器が保有するプログラムの通信に関する部分を示
すソフトウェア構成図である。
【図１７】実施の形態２に係る情報処理方法（機器関連付け成功時）を概略的に示すシー
ケンス図である。
【図１８】実施の形態２におけるネットワーク機器の表示器に表示されるメッセージの例
を示す図である。
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【図１９】実施の形態２における携帯機器に表示される機器関連付けＩＤ入力用の面例を
示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
実施の形態１．
　図１は、本発明の実施の形態１に係る情報処理システム（すなわち、実施の形態１に係
る情報処理方法を実施可能なシステム）を概略的に示すネットワーク構成図である。図１
に示されるように、実施の形態１に係る情報処理システムは、ネットワークに接続可能な
第１の機器の一例としての携帯機器１と、ネットワークに接続可能な第２の機器の一例と
してのネットワーク機器２とを有するシステムである。
【００１３】
　携帯機器１は、例えば、携帯電話である。携帯機器１は、サービス提供者（例えば、携
帯電話会社）との間で課金についての取り決め（例えば、契約）がなされており、利用者
（契約者）が特定可能な機器である。携帯機器１は、携帯電話以外の通信機器であっても
よい。携帯機器１が携帯電話である場合には、携帯機器１は携帯電話網（図示せず）を経
由してネットワーク（図１においては、第１のネットワーク４）に接続される。
【００１４】
　ネットワーク機器２は、例えば、デジタルＴＶやブルーレイディスクレコーダーなどの
家庭用のデジタルＡＶ機器である。ネットワーク機器２は、一般には、サービス提供者（
例えば、映画などのコンテンツの提供者）との間で課金についての取り決めがなされてい
ない機器である。ネットワーク機器２は、ルーター（図示せず）などを経由して第２のネ
ットワーク５（例えば、インターネット）に接続されている。
【００１５】
　認証サーバ６は、ネットワークを経由してコンテンツを提供するプロバイダのサーバで
ある。認証サーバ６は、携帯機器１とネットワーク（例えば、第２のネットワーク５及び
第１のネットワーク４）を経由して通信可能であり、また、ネットワーク機器２とネット
ワーク（例えば、第２のネットワーク５）を経由して通信可能である。
【００１６】
　図２は、実施の形態１における携帯機器１及びネットワーク機器２を概略的に示すブロ
ック構成図である。図２に示されるように、携帯機器１は、主要な構成要素として、ＣＰ
Ｕ１０と、プログラム格納装置１１と、第１の記憶部の一例としてのデータ記憶装置１２
と、第１のネットワーク通信部の一例としてのネットワーク通信部１３と、送信部の一例
としての赤外線送信部１４と、キー入力制御部１５と、入力キー１６と、表示制御部１７
と、表示装置１８とを有している。プログラム格納装置１１は、携帯機器１を制御するた
めのプログラムを格納する不揮発メモリなどから構成される記憶装置である。プログラム
格納装置１１に格納されているプログラムには、不図示のオペレーティングシステム（Ｏ
Ｓ）、ハードウェアを制御するためのデバイスドライバ、ミドルウェア、及びアプリケー
ションソフトウェアが含まれる。ＣＰＵ１０は、プログラム格納装置１１からプログラム
を読み出して実行することで携帯機器１を制御するプロセッサである。また、携帯機器１
には、ランダムに読み書き可能なメモリから構成され、ＣＰＵ１０が処理を実行する際の
ワーク領域や、コンテンツデータを処理するために一時的に格納するためのバッファ領域
に使用される格納領域（図示せず）が備えられている。データ記憶装置１２は、自身に固
有の第１の識別情報（携帯機器ＩＤ）や自身のインターネットメールアドレスなどのデー
タを蓄積しておくための不揮発な記憶装置である。データ記憶装置１２は、例えば、ＨＤ
Ｄのような携帯機器１に内蔵のメディアであってもよく、また、不揮発メモリデバイス（
半導体メモリ）であってもよい。ネットワーク通信部１３は、携帯機器１を第１のネット
ワーク４に接続するためのネットワークインターフェースである。赤外線送信部１４は、
赤外線コードを送信するインターフェースである。赤外線送信部１４から送信される赤外
線コードとしては、例えば、通常のリモコンコード、ＩｒＤＡ規格やＩｒＳｉｍｐｌｅ規
格などの通信規格に準拠したコードを用いることができる。キー入力制御部１５は、利用
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者による入力キー１６の操作に応じて、携帯機器１のＣＰＵ１０にコマンドを入力する部
分である。入力キー１６は、実際に利用者が操作する入力デバイスであり、例えば、キー
ボード、リモコンや携帯電話などの操作キー、マウスなどのポインティングデバイスなど
が含まれる。また、入力キー１６は、表示装置１８に利用者が直接触れることで入力を行
うタッチパネルであってもよい。表示制御部１７は、利用者に対してＧＵＩを提示するた
めの表示を制御する部分であり、表示装置１８に対して文字、グラフィックス、画像デー
タなどを表示させるための制御部である。表示装置１８は、例えば、液晶ディスプレイな
どである。
【００１７】
　また、ネットワーク機器２は、主要な構成要素として、ＣＰＵ２０と、プログラム格納
装置２１、第２の記憶部の一例としてのデータ記憶装置２２と、第２のネットワーク通信
部の一例としてのネットワーク通信部２３と、受信部の一例としての赤外線受信部２４と
を有している。プログラム格納装置２１は、ネットワーク機器２を制御するためのプログ
ラムを格納する不揮発メモリなどから構成される記憶装置である。プログラム格納装置２
１に格納されているプログラムには、不図示のオペレーティングシステム（ＯＳ）、デバ
イスドライバ、ミドルウェア、及びアプリケーションソフトウェアが含まれる。ＣＰＵ２
０は、プログラム格納装置２１からプログラムを読み出して実行することでネットワーク
機器２を制御するプロセッサである。また、ネットワーク機器２には、ランダムに読み書
き可能なメモリから構成され、ＣＰＵ２０が処理を実行する際のワーク領域や、コンテン
ツデータを処理するために一時的に格納するためのバッファ領域に使用される格納領域（
図示せず）が備えられている。データ記憶装置２２は、自身に固有の第２の識別情報（ネ
ットワーク機器ＩＤ）などのデータを蓄積しておくための不揮発な記憶装置である。デー
タ記憶装置２２は、例えば、ＨＤＤのような装置に内蔵のメディアであってもよく、また
、不揮発メモリデバイス（半導体メモリ）であってもよい。ネットワーク通信部２３は、
ネットワーク機器２を第２のネットワーク５に接続するためのネットワークインターフェ
ースである。赤外線受信部２４は、携帯機器１の赤外線送信部１４から送信される赤外線
コードを受信できるインターフェースである。赤外線受信部２４で受信される赤外線コー
ドは、例えば、通常のリモコンコード、ＩｒＤＡ規格やＩｒＳｉｍｐｌｅ規格などの通信
規格に準拠したコードなどである。
【００１８】
　図３は、実施の形態１における携帯機器１のプログラム格納装置１１に格納されている
プログラムの通信に関する部分を示すソフトウェア構成図である。携帯機器１においては
、第１のネットワーク４と通信する際のプロトコルに従ってデータパケットを送受信する
ためのＴＣＰ／ＩＰスタック３０の上位に、ＨＴＭＬ（Ｈｙｐｅｒ　Ｔｅｘｔ　Ｍａｒｋ
ｕｐ　Ｌａｕｇｕａｇｅ）で記述されたＷｅｂページのデータを転送するためのＨＴＴＰ
（Ｈｙｐｅｒｔｅｘｔ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）スタック３１が置かれて
おり、そのＨＴＴＰスタック３１を利用してＷｅｂブラウザ３３が動作する。また、携帯
機器１においては、ＴＣＰ／ＩＰスタック３０の上位にインターネットメールを受信する
ためのＩＭＡＰ４（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｍｅｓｓａｇｅ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｒｏｔｏｃｏ
ｌ　４）スタック３２が置かれており、そのＩＭＡＰ４スタックを利用して、メールクラ
イアント３４が動作する。ＩＭＡＰ４スタック３２に代えて、メールを受信するためのサ
ーバに応じて、同様な機能を持つ異なるプロトコル（例えば、ＰＯＰ３（Ｐｏｓｔ　Ｏｆ
ｆｉｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　３）を用いてもよい。
【００１９】
　図４は、実施の形態１におけるネットワーク機器２のプログラム格納装置２１に格納さ
れているプログラムの通信に関する部分を示すソフトウェア構成図である。ネットワーク
機器２においては、第２のネットワーク５と通信する際のプロトコルに従ってデータパケ
ットを送受信するためのＴＣＰ／ＩＰスタック４０の上位にＨＴＴＰスタック４１が置か
れており、そのＨＴＴＰスタック４１を利用してＨＴＴＰクライアント４２が動作する。
【００２０】
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　図５は、実施の形態１に係る情報処理システムの動作、すなわち、実施の形態１に係る
情報処理方法（機器関連付け成功時）を概略的に示すシーケンス図である。図５に示され
るように、利用者は、携帯機器１の赤外線送信部１４の赤外線ポートをネットワーク機器
２の赤外線受信部２４に向けて、携帯機器１の入力キー１６を操作して、機器関連付け開
始操作を行う（ステップＳ１００）。この場合の操作は、例えば、表示装置１８に表示さ
れたＧＵＩに従って、携帯機器１の入力キー１６を押下するなどの操作である。図６に、
携帯機器１の表示装置１８に表示される機器関連付け開始操作用のＧＵＩ画面の例を示す
。利用者が入力キー１６を用いて、図６のＧＵＩ画面の「実行」ボタンを選択して確定す
る操作を行うことで、機器関連付け開始操作が完了する。
【００２１】
　機器関連付け開始操作の結果、携帯機器１は、データ記憶装置１２から読み出した自身
のインターネットメールアドレスと携帯機器ＩＤを含む関連付け情報を、赤外線送信部１
４を介して、ネットワーク機器２に向けて赤外線通信により送信する（ステップＳ１０１
）。この場合の携帯機器ＩＤは、認証サーバ６が機器の関連付けを行う際に、複数の携帯
端末の中から特定の携帯端末を判別するために使用するＩＤである。携帯機器ＩＤは、例
えば、認証サーバ６が携帯機器１に対して個別に割り当てたユニークなＩＤであってもよ
い。携帯機器１が携帯電話の場合には、携帯機器ＩＤとして、端末ＩＤや、ＳＩＭ（Ｓｕ
ｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｍｏｄｕｌｅ）カードのＩＭＳＩ（Ｉｎｔｅｒｎ
ａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）などを利用
することができる。
【００２２】
　ネットワーク機器２は、赤外線受信部２４を介して携帯機器１からの関連付け情報を受
信した後、受信した関連付け情報（携帯機器ＩＤ＋携帯機器１のメールアドレス）と、自
身のネットワーク機器ＩＤを含んだ機器関連付け要求を、ネットワーク通信部２３を介し
て認証サーバ６に送信する（ステップＳ１０２）。機器関連付け要求をＨＴＴＰによって
送信する場合を例として説明すると、機器関連付け要求は、ネットワーク機器２のＣＰＵ
２０がプログラム格納装置２１から読み出したＨＴＴＰクライアント４２のプログラムを
実行することで、ＨＴＴＰスタック４１からＴＣＰ／ＩＰスタック４０を経由してＨＴＴ
Ｐ－ＰＯＳＴのメッセージとして送信される。この場合のネットワーク機器ＩＤは、認証
サーバ６が機器の関連付けを行う際に、複数のネットワーク機器の中から特定のネットワ
ーク機器を判別するために使用するＩＤであり、例えば、認証サーバ６がネットワーク機
器２に対して個別に割り当てたユニークなＩＤであってもよい。ネットワーク機器ＩＤと
しては、ネットワーク機器に一般的に割り当てられているユニークな番号、例えば、ＭＡ
Ｃ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）アドレスなどを利用してもよい。
【００２３】
　認証サーバ６は、ネットワーク機器２からの機器関連付け要求を受信すると、機器関連
付け要求に含まれている機器関連付け情報から携帯機器１のインターネットメールアドレ
スを取得して、携帯機器１に対して機器関連付け確認メールを送信する（ステップＳ１０
３）。この確認メール中には、関連付けの確認を行うためのＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）が含まれる。携帯機器１は、ＣＰＵ１０がプログラム
格納装置１１から読み出したメールクライアント３４のプログラムを実行することで、Ｉ
ＭＡＰ４スタック３２を起動し、ＴＣＰ／ＩＰスタック３０を介して、ネットワーク通信
部１３を経由して、不図示のメールサーバに対して、メール着信の有無を確認するメッセ
ージを送信する。認証サーバ６から送信された機器関連付け確認メールが存在する場合は
、携帯機器１は、メールを受信する。図７に、携帯機器１に表示される機器関連付け確認
用の受信メール（すなわち、受信された確認メール）の画面例を示す。図７に示されるＵ
ＲＬの例は、認証サーバ６の特定のリソースを示すものであるが、必ずしも認証サーバ６
上のリソースである必要はない。
【００２４】
　利用者は、携帯機器１が受信した機器関連付け確認メールを開き、Ｗｅｂブラウザ３３
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を起動して、メール中に含まれている関連付けの確認を行うためのＵＲＬにアクセスする
ための操作をする（ステップＳ１０４）。具体的に言えば、利用者は、図７に示されるよ
うな受信メール画面を用いてメールを閲覧した上で、入力キー１６を用いて表示画面の本
文中にリンクされているＵＲＬ（例えば、図７における「ｈｔｔｐ：／／ａｂｃ．ｃｏｍ
／ｘｙｚ．ｈｔｍｌ」）をフォーカスした上で「決定」キー又は「Ｅｎｔｅｒ」キー又は
これらに相当するキー（図示せず）を操作する。
【００２５】
　携帯機器１は、ＣＰＵ１０がプログラム格納装置１１から読み出したＷｅｂブラウザ３
３のプログラムを実行することで、ＨＴＴＰスタック３１を起動し、ＴＣＰ／ＩＰスタッ
ク３０を介して、ネットワーク通信部１３を経由して、認証サーバ６に対して、関連付け
の確認を行うためのＵＲＬに対して、ＨＴＴＰ－ＧＥＴのメッセージを送信する（ステッ
プＳ１０５）。
【００２６】
　ＨＴＴＰ－ＧＥＴのメッセージを受信した認証サーバ６は、ＨＴＭＬ形式の機器関連付
け確認画面をＨＴＴＰ－ＧＥＴのレスポンスとして携帯機器１に対して送信する（ステッ
プＳ１０６）。携帯機器１は、ネットワーク通信部１３から機器関連付け確認画面を受信
する。ＣＰＵ１０は、Ｗｅｂブラウザ３３のプログラムを実行し、ＨＴＴＰスタック３１
とＴＣＰ／ＩＰスタック３０を介して機器関連付け確認画面を取得した上で、表示制御部
１７を介して、表示装置１８に、機器関連付け確認画面を表示する。図８に、携帯機器１
の表示装置１８に表示される機器関連付け確認操作用の画面例を示す。
【００２７】
　利用者は、機器関連付け確認操作を行う（ステップＳ１０７）。具体的には、利用者は
、表示装置１８に表示された、図８に示すような機器関連付け確認画面を見ながら、入力
キー１６を用いて「はい」のボタンを選択して、確定する操作を行うことで機器関連付け
確認操作が完了する。携帯機器１は、ステップＳ１０８でＣＰＵ１０がＷｅｂブラウザ３
３のプログラムを実行し、ＨＴＴＰスタック３１とＴＣＰ／ＩＰスタック３０を介してネ
ットワーク通信部１３から認証サーバ６に対して、機器関連付け確認イベントを送信する
（ステップＳ１０８）。この場合の機器関連付け確認イベントの送信には、ＨＴＴＰ－Ｐ
ＯＳＴメッセージなどを用いる。
【００２８】
　認証サーバ６は、機器関連付け確認イベントを受信したときに、ステップＳ１０２にお
いて受信した機器間連付け要求に含まれている携帯機器１の携帯機器ＩＤとネットワーク
機器２のネットワーク機器ＩＤに関連付けを行い、データベース化する（ステップＳ１０
９）。以降は、このデータベースを参照することで、携帯機器１とネットワーク機器２の
間に関連があることを確認することができる。
【００２９】
　認証サーバ６は、データベースを作成した後に、ネットワーク機器２に対して、機器関
連付け完了応答をステップＳ１０２で受信したＨＴＴＰ－ＰＯＳＴのレスポンスとして送
信する（ステップＳ１１０）。ネットワーク機器２は、ネットワーク通信部２３から機器
関連付け完了応答を受信する。ＣＰＵ２０がＨＴＴＰクライアント４２のプログラムを実
行し、ＨＴＴＰスタック４１とＴＣＰ／ＩＰスタック４０を介して機器関連付け完了応答
を取得した上で、その応答の内容が機器関連付けを正常に行われたことを示す場合、デー
タ記憶装置２２に、自身（ネットワーク機器２）と携帯機器１が関連付けられていること
を記憶する。
【００３０】
　その後、認証サーバ６は、携帯機器１に対して、機器関連付け完了画面をステップＳ１
０８で受信したＨＴＴＰ－ＰＯＳＴのレスポンスとして送信する（ステップＳ１１１）。
携帯機器１は、ネットワーク通信部１３で機器関連付け完了画面を受信する。携帯機器１
のＣＰＵ１０がＷｅｂブラウザ３３のプログラムを実行し、ＨＴＴＰスタック３１とＴＣ
Ｐ／ＩＰスタック３０を介して機器関連付け完了画面を取得した上で、表示制御部１７を
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介して、表示装置１８に、機器関連付け完了画面を表示する。図９に、携帯機器１の表示
装置１８に表示される機器関連付け完了通知用の画面例を示す。携帯機器１は、機器関連
付け完了画面の表示と並行して、データ記憶装置１２に、自身（携帯機器１）とネットワ
ーク機器２が関連付けられていることを記憶する。この時点で利用者は、携帯機器１とネ
ットワーク機器２の関連付けが完了したことを知ることができる。なお、ステップＳ１１
０及びＳ１１１の処理は、必ずしも両方の処理が必要ではなく、いずれか一方の処理を行
ってもよい。
【００３１】
　図１０は、実施の形態１に係る情報処理方法（機器関連付け失敗時）を概略的に示すシ
ーケンス図である。図１０の動作シーケンスは、ステップＳ１０９における関連付けに失
敗した場合を示している。何らかの要因で、関連付けに失敗した場合は、認証サーバ６は
、データベースを更新せずに、ネットワーク機器２に対して、機器関連付け失敗応答をス
テップＳ１０２で受信したＨＴＴＰ－ＰＯＳＴのレスポンスとして送信する（ステップＳ
１１０ｂ）。ネットワーク機器２は、ネットワーク通信部２３で機器関連付け失敗応答を
受信する。ネットワーク機器２のＣＰＵ２０が、ＨＴＴＰクライアント４２のプログラム
を実行し、ＨＴＴＰスタック４１とＴＣＰ／ＩＰスタック４０を介して機器関連付け失敗
応答を取得した上で、その応答の内容が機器関連付けを正常に行われなかったことを示す
ことを認識した場合には、ＣＰＵ２０は、データ記憶装置２２に、自身（ネットワーク機
器２）と携帯機器１が関連付けられていること（すなわち、認証サーバ６によってネット
ワーク機器２と携帯機器１が関連付けられていること）を記憶させない。また、ＣＰＵ２
０は、履歴として関連付けに失敗したことを示す情報をデータ記憶装置２２に記憶させて
もよい。
【００３２】
　また、認証サーバ６は、携帯機器１に対して、機器関連付け失敗画面をステップＳ１０
８で受信したＨＴＴＰ－ＰＯＳＴのレスポンスとして送信する（ステップＳ１１１ｂ）。
携帯機器１は、ネットワーク通信部１３で機器関連付け失敗画面を受信する。携帯機器１
のＣＰＵ１０がＷｅｂブラウザ３３のプログラムを実行し、ＨＴＴＰスタック３１とＴＣ
Ｐ／ＩＰスタック３０を介して機器関連付け失敗画面を取得した上で、表示制御部１７を
介して、表示装置１８に、機器関連付け失敗画面を表示する。図１１に、携帯機器１の表
示装置１８に表示される機器関連付け失敗通知用の画面例を示す。また、携帯機器１のＣ
ＰＵ１０は、データ記憶装置１２に、自身（携帯機器１）とネットワーク機器２が関連付
けられていること（すなわち、認証サーバ６によって携帯機器１とネットワーク機器２が
関連付けられていること）を記憶させない。また、携帯機器１のＣＰＵ１０は、履歴とし
て関連付けに失敗したことを示す情報をデータ記憶装置１２に記憶させてもよい。利用者
は、図１１の表示画面を見た時点で、携帯機器１とネットワーク機器２の関連付けが失敗
したことを知ることができる。
【００３３】
　図１２は、実施の形態１に係る情報処理方法（機器関連付け中止時）を概略的に示すシ
ーケンス図である。図１２は、実施の形態１の動作のシーケンスにおいて、図５のステッ
プＳ１０７の操作ではなく、ステップＳ１０７ｃに示される関連付け中止操作をした場合
を示している。図１２に示されるように、利用者が、機器関連付け中止操作を行うときに
は（ステップＳ１０７ｃ）、利用者は、表示装置１８に表示された、図８に示される機器
関連付け確認画面を見ながら、入力キー１６を用いて「いいえ」のボタンを選択して、確
定する操作を行うことで機器関連付け中止操作を行う。携帯機器１は、ＣＰＵ１０がＷｅ
ｂブラウザ３３のプログラムを実行し、ＨＴＴＰスタック３１とＴＣＰ／ＩＰスタック３
０を介してネットワーク通信部１３から認証サーバ６に対して、機器関連付け中止イベン
トを送信する（ステップＳ１０８ｃ）。この場合の機器関連付け中止イベントは、ＨＴＴ
Ｐ－ＰＯＳＴメッセージなどを用いる。
【００３４】
　認証サーバ６は、機器関連付け中止イベントを受信したときに、機器関連付けを中止し
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て（ステップＳ１０９ｃ）、ネットワーク機器２に対して、機器関連付け中止応答をステ
ップＳ１０２で受信したＨＴＴＰ－ＰＯＳＴのレスポンスとして送信する（ステップＳ１
１０ｃ）。ネットワーク機器２は、ネットワーク通信部２３で機器関連付け中止応答を受
信する。ネットワーク機器２のＣＰＵ２０がＨＴＴＰクライアント４２のプログラムを実
行し、ＨＴＴＰスタック４１とＴＣＰ／ＩＰスタック４０を介して機器関連付け中止応答
を取得した上で、その応答の内容が、機器関連付けが中止されたことを示す場合、関連付
け処理を中止する。この場合、ＣＰＵ２０履歴として関連付けに失敗したことを示す情報
をデータ記憶装置２２に記憶させてもよい。
【００３５】
　また、認証サーバ６は、携帯機器１に対して、機器関連付け中止画面をステップＳ１０
８ｃで受信したＨＴＴＰ－ＰＯＳＴのレスポンスとして送信する（ステップＳ１１１ｃ）
。携帯機器１は、ネットワーク通信部１３で機器関連付け中止画面を受信する。携帯機器
１のＣＰＵ１０がＷｅｂブラウザ３３のプログラムを実行し、ＨＴＴＰスタック３１とＴ
ＣＰ／ＩＰスタック３０を介して機器関連付け中止画面を取得した上で、表示制御部１７
を介して、表示装置１８に、機器関連付け中止画面を表示させ、また、関連付け処理を中
止する。図１３に、携帯機器１の表示装置１８に表示される機器関連付け中止通知用の画
面例を示す。また、携帯機器１のＣＰＵ１０は、履歴として関連付けに失敗したことを示
す情報をデータ記憶装置２２に記憶させてもよい。利用者は、図１３の表示画面を見た時
点で、携帯機器１とネットワーク機器２の関連付けが中止されたことを知ることができる
。
【００３６】
　図１４は、実施の形態１に係る情報処理方法（携帯機器による機器関連付けＵＲＬアク
セスが所定時間内に行われなかった場合の動作を含む）を概略的に示すシーケンス図であ
る。ステップＳ１０３で、認証サーバ６が携帯機器１に対して機器関連付け確認メールを
送信したにもかかわらず、利用者がメールに気が付かずに、ステップＳ１０４のブラウザ
起動を所定時間内に行わないことが考えられる。図１４は、このような場合の動作のシー
ケンスを示している。認証サーバ６が、携帯機器１に対して機器関連付け確認メールを送
信して（ステップＳ１０３）から、所定の時間待っても携帯機器１がステップＳ１０５の
機器関連付け確認ＵＲＬへのアクセスを行わない場合、認証サーバ６は、ネットワーク機
器２に対して、ステップＳ１０２で受信したＨＴＴＰ－ＰＯＳＴのレスポンスとして機器
関連付け受付応答を送信する（ステップＳ１０３－２）。具体的な例では、認証サーバ６
は、レスポンスコード２０２　Ａｃｃｅｐｔｅｄを返す方法がある。ネットワーク機器２
は、ネットワーク通信部２３で機器関連付け受付応答を受信する。ネットワーク機器２の
ＣＰＵ２０がＨＴＴＰクライアント４２のプログラムを実行し、ＨＴＴＰスタック４１と
ＴＣＰ／ＩＰスタック４０を介して機器関連付け受付応答を取得した上で、認証サーバ６
に対して、機器関連付け完了通知要求をＨＴＴＰ－ＰＯＳＴとして送信する（ステップＳ
１０３－３）。この後、所定の時間待っても、携帯機器１がステップＳ１０５の機器関連
付け確認ＵＲＬへのアクセスを行わない場合、認証サーバ６はステップＳ１０３－２及び
Ｓ１０３－３の処理を繰り返す。利用者がステップＳ１０４のブラウザ起動を行った後の
シーケンスは、図５で示した場合と同様であるが、ステップＳ１１０で認証サーバ６から
ネットワーク機器２に対して送信される機器関連付け完了応答は、ステップＳ１０３－３
でネットワーク機器２から認証サーバ６に送信されたＨＴＴＰ－ＰＯＳＴへの応答となる
。
【００３７】
　なお、上記説明においては、携帯機器１とネットワーク機器２の間の通信において赤外
線による近距離通信を使用する例について説明してきたが、携帯機器１とネットワーク機
器２の間の通信方式として赤外線以外の方式、例えば、無線ＬＡＮ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
、ＷｉｒｅｌｅｓｓＵＳＢなどの無線による方式や、ＦｅｌｉＣａ（登録商標）などの非
接触ＩＣカード方式を用いてもよい。
【００３８】
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　実施の形態１に係る情報処理方法及び情報処理システムによれば、利用者が携帯機器１
の画面のみを見ながら携帯機器１の入力キー１６を操作して、機器の関連付け操作を行う
ように構成したため、利用者にとって手間が少ない簡単な操作で機器の関連付けを行うこ
とができるという効果がある。
【００３９】
　また、実施の形態１に係る情報処理方法及び情報処理システムにおいては、ネットワー
ク機器２に表示器が不要なため、表示器を追加することによるコストアップを防ぐことが
できるという効果がある。
【００４０】
実施の形態２．
　図１５は、本発明の実施の形態２における携帯機器１ａ及びネットワーク機器２ａを概
略的に示すブロック構成図である。図１５において、図２の構成と同一又は対応する構成
には、同じ符号を付す。実施の形態２における携帯機器１ａは、プログラム格納装置１１
ａに格納されているプログラムの内容が、実施の形態１における携帯機器１のプログラム
格納装置１１に格納されているプログラムの内容と異なる。また、実施の形態２における
ネットワーク機器２ａは、表示制御部２５及び表示器２６を備えた点、及び、プログラム
格納装置２１ａに格納されているプログラムの内容が、実施の形態１におけるネットワー
ク機器２と異なる。表示制御部２５は、利用者に対して情報の提示するための表示を制御
する部分であり、表示器２６に対して文字などの表示を行う。表示器２６は、例えば、簡
易的な液晶ディスプレイや７セグメントのＬＥＤなどである。なお、表示制御部２５及び
表示器２６は、携帯機器１ａにおける表示制御部１７と表示装置１８と同様に、文字、グ
ラフィックス、画像データなどを表示可能な構成であってもよい。
【００４１】
　図１６は、実施の形態２における携帯機器１ａのプログラム格納装置１１ａに格納され
ているプログラムの内、通信に関連する部分の構成を示すソフトウェア構成図である。図
１６には、実施の形態１の図３に示すソフトウェア構成から、ＩＭＡＰ４スタック３２及
びメールクライアント３４を削除したソフトウェア構成が示されている。携帯機器１ａに
おいては、第１のネットワーク４と通信する際のプロトコルに従ってデータパケットを送
受信するためのＴＣＰ／ＩＰスタック３０の上位に、ＨＴＭＬ（Ｈｙｐｅｒ　Ｔｅｘｔ　
Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｕｇｕａｇｅ）で記述されたＷｅｂページのデータを転送するための
ＨＴＴＰ（Ｈｙｐｅｒｔｅｘｔ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）スタック３１が
置かれており、そのＨＴＴＰスタック３１を利用してＷｅｂブラウザ３３が動作する。
【００４２】
　図１７は、実施の形態２に係る情報処理システムの動作、すなわち、実施の形態２に係
る情報処理方法（機器関連付け成功時）を概略的に示すシーケンス図である。図１７に示
されるように、利用者は、携帯機器１ａの赤外線送信部１４の赤外線ポートをネットワー
ク機器２ａの赤外線受信部２４に向けて、携帯機器１ａの入力キー１６を操作して、機器
関連付け開始操作を行う（ステップＳ２００）。この場合の操作は、例えば、表示装置１
８に表示されたＧＵＩに従って、携帯機器１ａの入力キー１６を押下するなどである。こ
の場合のＧＵＩ画面の一例が、図６に示されている。利用者が入力キー１６を用いて、図
６のＧＵＩ画面の「実行」ボタンを選択して確定する操作を行うことで、機器関連付け開
始操作が完了する。
【００４３】
　機器関連付け開始操作の結果、携帯機器１ａは、データ記憶装置１２から読み出した自
身の携帯機器ＩＤを含んだ関連付け情報を、赤外線送信部１４を介して、ネットワーク機
器２ａに向けて赤外線通信により送信する（ステップＳ２０１）。この場合の携帯機器Ｉ
Ｄは、認証サーバ６が機器の関連付けを行う際に、複数の携帯端末の中から特定の携帯端
末を判別するために使用するＩＤである。携帯機器ＩＤは、例えば、認証サーバ６が携帯
機器１ａに対して個別に割り当てたユニークなＩＤであってもよい。携帯機器１ａが携帯
電話の場合には、携帯機器ＩＤとして、端末ＩＤや、ＳＩＭカードのＩＭＳＩなどを利用
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することができる。
【００４４】
　ネットワーク機器２ａは、赤外線受信部２４を介して携帯機器１ａからの携帯機器ＩＤ
を受信した後、受信した携帯機器ＩＤと、自身のネットワーク機器ＩＤを含んだ機器関連
付け要求を、ネットワーク通信部２３を介して認証サーバ６に送信する（ステップＳ２０
２）。機器関連付け要求をＨＴＴＰによって送信する場合には、機器関連付け要求は、ネ
ットワーク機器２ａのＣＰＵ２０がプログラム格納装置２１ａから読み出したＨＴＴＰク
ライアント４２のプログラムを実行することで、ＨＴＴＰスタック４１からＴＣＰ／ＩＰ
スタック４０を経由してＨＴＴＰ－ＰＯＳＴのメッセージとして送信される。この場合の
ネットワーク機器ＩＤは、認証サーバ６が機器の関連付けを行う際に、複数のネットワー
ク機器の中から特定のネットワーク機器を判別するために使用するＩＤであり、例えば、
認証サーバ６がネットワーク機器２ａに対して個別に割り当てたユニークなＩＤであって
もよい。ネットワーク機器ＩＤとしては、ネットワーク機器に一般的に割り当てられてい
るユニークな番号、例えば、ＭＡＣアドレスなどを利用してもよい。また、この場合の関
連付けＩＤは、ネットワーク機器２ａが生成した一時的なＩＤであり、乱数を用いたり、
自身のネットワーク機器ＩＤをもとにしたハッシュ演算などを行って生成したりするもの
であってもよい。
【００４５】
　認証サーバ６は、ネットワーク機器２ａからの機器関連付け要求を受信すると、ネット
ワーク機器２ａに対して機器関連付け受諾応答を送信する（ステップＳ２０３）。この機
器関連付け受諾応答は、認証サーバ６がステップＳ２０２で受信したＨＴＴＰ－ＰＯＳＴ
の応答として送信される。ネットワーク機器２ａは、ネットワーク通信部２３で機器関連
付け受諾応答を受信する。ネットワーク機器２ａのＣＰＵ２０がＨＴＴＰクライアント４
２のプログラムを実行し、ＨＴＴＰスタック４１とＴＣＰ／ＩＰスタック４０を介して機
器関連付け受諾応答を取得し、ＨＴＴＰクライアント４２のプログラムを実行し、ＨＴＴ
Ｐスタック４１とＴＣＰ／ＩＰスタック４０を介して認証サーバ６に対して機器関連付け
完了通知要求をＨＴＴＰ－ＰＯＳＴとして送信する（ステップＳ２０４）。その後、ネッ
トワーク機器２ａは、表示制御部２５を介して、表示器２６に、機器関連付け操作を利用
者に対して促すメッセージと、ステップＳ２０２で生成した関連付けＩＤを表示する（ス
テップＳ２０５）。図１８に、ネットワーク機器２ａの表示器２６に表示されるメッセー
ジの例を示す。図１８の例では、関連付けＩＤが「１２３ＡＢＣ５６７」であることが表
示されている。なお、表示器２６の表示文字数に制約がある場合は、スクロールなどの方
法で利用者がメッセージ全文を判読できるように表示する。
【００４６】
　利用者は、携帯機器１ａのＷｅｂブラウザ３３を起動して、関連付けの確認を行うため
のＵＲＬにアクセスするための操作をする（ステップＳ２０６）。この場合、利用者は、
関連付けの確認を行うためのＵＲＬを予め知っているものとする。利用者は、直接ＵＲＬ
を入力するか、既に登録されているブックマークを選ぶなどの操作を行う。
【００４７】
　携帯機器１ａは、ＣＰＵ１０がプログラム格納装置１１ａから読み出したＷｅｂブラウ
ザ３３のプログラムを実行することで、ＨＴＴＰスタック３１を起動し、ＴＣＰ／ＩＰス
タック３０を介して、ネットワーク通信部１３を経由して、認証サーバ６に対して、関連
付けの確認を行うためのＵＲＬに対して、ＨＴＴＰ－ＧＥＴのメッセージを送信する（ス
テップＳ２０７）。
【００４８】
　ＨＴＴＰ－ＧＥＴのメッセージを受信した認証サーバ６は、ＨＴＭＬ形式の機器関連付
け確認画面をＨＴＴＰ－ＧＥＴのレスポンスとして携帯機器１ａに対して送信する（ステ
ップＳ２０８）。携帯機器１ａは、ネットワーク通信部１３から機器関連付け確認画面を
受信する。ＣＰＵ１０は、Ｗｅｂブラウザ３３のプログラムを実行し、ＨＴＴＰスタック
３１とＴＣＰ／ＩＰスタック３０を介して機器関連付け確認画面を取得した上で、表示制
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御部１７を介して、表示装置１８に、機器関連付け確認画面を表示する。図１９に、携帯
機器１ａの表示装置１８に表示される機器関連付けＩＤ入力用の画面例を示す。
【００４９】
　利用者は、機器関連付け確認操作を行う（ステップＳ２０９）。具体的には、利用者は
表示装置１８に表示された、図１９に示すような機器関連付け確認画面を見ながら、入力
キー１６を用いて関連付けＩＤをフォームに入力した後、「確定」のボタンを選択して、
確定する操作を行うことで機器関連付け確認操作が完了する。携帯機器１ａは、ステップ
Ｓ２１０でＣＰＵ１０がＷｅｂブラウザ３３のプログラムを実行し、ＨＴＴＰスタック３
１とＴＣＰ／ＩＰスタック３０を介してネットワーク通信部１３から認証サーバ６に対し
て、利用者が入力した関連付けＩＤを含んだ機器関連付け確認イベントを送信する（ステ
ップＳ２１０）。この場合の機器関連付け確認イベントは、ＨＴＴＰ－ＰＯＳＴメッセー
ジなどを用いる。
【００５０】
　認証サーバ６は、機器関連付け確認イベントを受信したときに、利用者が入力した関連
付けＩＤと、ステップＳ２０２の段階で受信した関連付けＩＤとを照合し、両者が一致し
た場合は、機器間連付け要求に含まれている携帯機器１ａの携帯機器ＩＤとネットワーク
機器２ａのネットワーク機器ＩＤに関連付けを行い、データベース化する（ステップＳ２
１１）。以降は、このデータベースを参照することで、携帯機器１ａとネットワーク機器
２ａの間に関連があることを確認することができる。
【００５１】
　認証サーバ６は、データベースを作成した後に、ネットワーク機器２ａに対して、機器
関連付け完了応答をステップＳ２０４で受信したＨＴＴＰ－ＰＯＳＴのレスポンスとして
送信する（ステップＳ２１２）。ネットワーク機器２ａは、ネットワーク通信部２３から
機器関連付け完了応答を受信する。ＣＰＵ２０がＨＴＴＰクライアント４２のプログラム
を実行し、ＨＴＴＰスタック４１とＴＣＰ／ＩＰスタック４０を介して機器関連付け完了
応答を取得した上で、その応答の内容が機器関連付けを正常に行われたことを示す場合、
データ記憶装置２２に、自身（ネットワーク機器２ａ）と携帯機器１ａが関連付けられて
いることを記憶する。
【００５２】
　その後、認証サーバ６は、携帯機器１ａに対して、機器関連付け完了画面を受信したＨ
ＴＴＰ－ＰＯＳＴのレスポンスとして送信する（ステップＳ２１３）。携帯機器１ａは、
ネットワーク通信部１３で機器関連付け完了画面を受信する。携帯機器１ａのＣＰＵ１０
がＷｅｂブラウザ３３のプログラムを実行し、ＨＴＴＰスタック３１とＴＣＰ／ＩＰスタ
ック３０を介して機器関連付け完了画面を取得した上で、表示制御部１７を介して、表示
装置１８に、機器関連付け完了画面を表示する。このときの、機器関連付け完了画面の例
は、図９に示される。携帯機器１ａは、機器関連付け完了画面の表示と並行して、データ
記憶装置１２に、自身（携帯機器１ａ）とネットワーク機器２ａが関連付けられているこ
とを記憶する。この時点で利用者は、携帯機器１ａとネットワーク機器２ａの関連付けが
完了したことを知ることができる。なお、ステップＳ２１２及びＳ２１３の処理は、必ず
しも両方の処理が必要ではなく、いずれか一方の処理を行ってもよい。
【００５３】
　ステップＳ２１１で関連付けに失敗した場合の動作、及びステップＳ２０９で利用者が
関連付けを中止した場合についての動作は、実施の形態１の場合（図１０及び図１２の場
合）と同様である。また、ステップＳ２０５で、ネットワーク機器２ａが、機器関連付け
操作を利用者に対して促すメッセージを表示したにもかかわらず、利用者がブラウザ起動
（ステップＳ２０６）を行わない場合は、ステップＳ２０３及びＳ２０４の処理が繰り返
される。この繰り返しを所定回数行っても、又は、所定時間経過しても、利用者がブラウ
ザ起動（ステップＳ２０６）を行わない場合には、機器関連付けを中止するようにしても
よい。
【００５４】
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　なお、実施の形態２では、携帯機器１ａとネットワーク機器２ａの間の通信において赤
外線による通信を使用する例について説明してきたが、この通信方式として赤外線以外の
方式、例えば、無線ＬＡＮ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、ＷｉｒｅｌｅｓｓＵＳＢなどの無線に
よる方式や、ＦｅｌｉＣａ（登録商標）などの非接触ＩＣカード方式を用いてもよい。
【００５５】
　実施の形態２に係る情報処理方法及び情報処理システムによれば、利用者が携帯機器１
ａの画面のみを見ながら携帯機器１ａの入力キーを操作して、機器の関連付け操作を行う
ように構成したことに加えて、ネットワーク機器２ａが生成した関連付けＩＤをネットワ
ーク機器２ａの表示器２６に表示するように構成したため、実施の形態１の構成における
効果に加えて、携帯機器１ａがメール受信機能を有していなくても機器関連付けを実現す
ることができるという効果がある。
【００５６】
　また、実施の形態２に係る情報処理方法及び情報処理システムにおいては、ネットワー
ク機器２ａの表示器２６は、数字や文字の組み合わせからなる関連付けＩＤを表示できる
簡素な構成の表示器（例えば、デジタルＡＶ機器に装備されている放送チャンネルなどの
表示器）であればよいので、ハードウェア構成の増加に伴うコストアップを防ぐことがで
きるという効果がある。
【符号の説明】
【００５７】
　１，１ａ　携帯機器、　２，２ａ　ネットワーク機器、　４　第１のネットワーク、　
５　第２のネットワーク、　６　認証サーバ、　１０　携帯機器のＣＰＵ、　１１，１１
ａ　携帯機器のプログラム格納装置、　１２　携帯機器のデータ記憶装置、　１３　携帯
機器のネットワーク通信部、　１４　携帯機器の赤外線送信部、　１５　携帯機器のキー
入力制御部、　１６　携帯機器の入力キー、　１７　携帯機器の表示制御部、　１８　携
帯機器の表示装置、　２０　ネットワーク機器のＣＰＵ、　２１，２１ａ　ネットワーク
機器のプログラム格納装置、　２２　ネットワーク機器のデータ記憶装置、　２３　ネッ
トワーク機器のネットワーク通信部、　２４　ネットワーク機器の赤外線受信部、　２５
　ネットワーク機器の表示制御部、　２６　ネットワーク機器の表示器。
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